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１１月１２日に

保護者・ご家族向け

の学習発表会を開

催しました。それぞ

れの学年がこれま

で重ねてきた学習

の中から発信でき

るものを考え、練習

や道具づくりなど

の準備を重ねてき

ました。 

練習時間が十分

に確保できていた

わけではありませ

んが、一人一人がよ

い発表にしていこうという思いをもって、練習に取り組んできました。 

本番の発表会では、どの学年も気持ちがこもったすばらしい発表になったと思います。演じ切っ

た後の子どもたちは、十分にやりきったという満足感、充実感があふれる表情をしていました。 

今回の学習発表を通して子どもたちが得たものは、一言で言えば「チームワーク」です。友達と

一緒に一つのものを作りあげる過程の中で、お互いが切磋琢磨し合い、カバーし合ってより完成度

を高めていきました。クラスの絆も発表会の練習や番の舞台を経験する中で、一層深まっていった

と思います。 

学習発表会でより強固なものにしていった「チームワーク」を、これからの学習活動においても

存分に生かし、阿井小の仲間とともに前向きに取り組んでくれるものと思います。 

当日はご多用の中、大勢の方々に発表を見守っていただき、子どもたちも温かな声援に安心感を

抱きながら発表することができました。たいへんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２日（木・金）たたら体験学習（６年） 

６日（火）県学力調査（５・６年）  

７日（水）個人面談～９日まで  

８日（木）町内仁多地域特別支援学級  

にこにこ会の会クリスマス会（仁多

中）  

１３日（火）スクールカウンセラー来校日  

１４日（水）児童集会  委員会  

１６日（金）⑤地区児童会  一斉下校  

 

島根県仁多郡奥出雲町立阿井小学校  

学校だより 

あいさつ 一生懸命 あいじょう 

●学校スローガン 

令和４年 11 月号 11月 21日発行 

 11 月・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ２３日（水）勤労感謝の日  

 ２４日（木）スピーチ集会（１・３・５年） 

 ２５日（金）食の学習  ５年  

夢キラリ笑顔ひろがる阿井小学校 

行事予定 

 

一人一人がキラリ光る夢の舞台 

 

２年生 ビーバーの大家族  

５年生 スサノオ～もうひとつの物語～ 

１年生 おむすびころりん 
４年生 阿井の村のゴンギツネ 

 

 自然を生かしたビーバーの家作りの工夫と生き
るための知恵を７名の２年生が演じました。 

 鬼の舌震を散策した３年生が、鬼の舌震

の由来となった物語を演じました。自然豊

かな奥出雲を見つめ直す発表でした。 

 斐伊川の砂鉄は鋼を生み出す自然の宝も
の。砂鉄から鋼を作り出すことで、人々の幸
せをも生み出します。手作りの小道具も使っ
てみんなでつくりあげたミュージカルです。 

 夢を叶えるために必要なことを劇と歌で心を一つ
にして表現しました。担任もドラムで共演、ピアノ伴
奏として千原さつきさんにお世話になりました。 

６年生 夢～We’re All In This Together～ 

 PTA 広報部の主催による生活川柳

の表彰式を行いました。審査の結果、

６家族の作品が選ばれました。 

PTA広報部 生活川柳表彰 

２０日（火）５時間授業  

２１日（水）クラブ活動  

２３日（金）終業式  

 

１月・・・・・・・・・・・・・  

１０日（火）３学期始業式  

２４日（火）人権・同和教育に視点を

当てた授業公開日   

１２月 17日（日）
10：00 

PTAバザー 
阿井公民館向かい 
家畜集合施設 

●持ち出してもよい物品があ
りましたら、学校までお持ち
ください。１２月９日まで受
けつけています。 

 日本の昔話「おむすびころりん」を体の動

きと歌で表現しました。指先の動きにまで気

持ちを向けて、一生懸命に演技をしました。 

 新見南吉の名作「ごんぎつね」を阿井村バージョ

ンに仕立てて演じました。登場人物の気持ちの動き

を考えながら、せりふや動きを工夫しました。 

３年生 見つけたよ奥出雲の自然～鬼の舌震めぐり～ 

校庭のモミジの葉で表現しました。 

学習発表会 

秋 深まる 



阿井小だより 11月号（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       川東水路は昭和１２年に完成した全長７．5kmに及ぶ水路です。田畑、耕作地用の水が確

保され、阿井の発展に大きく寄与してきました。川東、雲崎地域は昔から水の供給が十分に行えない土地

が多く、稲作にはあまり適さないところでした。長年の水不足解消のため、真地（可部屋集成館近く）の阿

井川をせき止め、雲崎方面に向けて水路をつくることが積年の夢でした。 

しかし、工事には、大きな壁が多くありました。水路の設計の問題、途中にある伊弉冊（い

ざなみ）川を横切る大きな谷の問題、莫大な工事資金の問題などです。今想像してみれば、夢物語を描くよ

うな発想だったかもしれません。しかし当時の人々の熱い思いによって多くの課題が解決され、水路完成

につながっていきました。また、完成からおよそ６０年後の平成８年には、総工費約１０億円をかけて、改

修工事が始められ、７年後に工事が終了しました。小学校前の顕彰碑や改修記念の石碑などにも着工当時

や平成時代の改修工事の関係者の思いが伝わってくるようです。 

阿井小学校では、奥出雲町土地改良区、川東水路組合、そして地域の歴史に詳しい福田充雄

先生にご協力いただき、川東水路の学習を進めています。先人のはたらきを想像し、先人の思いに共感し

ながら、阿井に対しての誇りと愛情を育んでいきたいと思います。 

 悠久の宝水 川東水路を訪ねて ４年生の学習から 

川東クイズ 答え 

１ 総延長 ③１０８７ｍ 

２ 高さの差① ８０ｃｍ 

３ 落差  ② 約７０ｍ 

 「眠り・メディアと生活習慣病」というテーマで学校保

健委員会を開催しました。講師として出雲市の嘉村医院の

嘉村先生をお招きし、４年生以上と保護者の方が一緒にな

って脳科学からの視点で睡眠・メディア・生活習慣病につ

いての学びを深めていきました。嘉村先生は、人間にとっ

て睡眠は生きるための根幹であること、そして、夜眠って

いる間に分泌され、深い眠りを導くメラトニンという脳内

物質は、子どもの頃に多く分泌されると話されました。さ

らに子どもたちには、よい眠りを習慣化させ将来に向けて

健康な体を維持するために、睡眠日誌をつくることを勧め

られました。 

生活習慣病を防ぎ、健康な体と心を育むために、子ども

たちも自分自身の睡眠について振り返ることのでき、学び

の多い学校保健委員会になりました。 

川東水路 
クイズ 

●睡眠不足のため朝元気がない子がいる➡既に生活習慣病にかかっているかも 

●遅く寝る原因は、メディア時間が多いことが考えられる。 

（スマホ・ゲーム機を片手に勉強？） 

●学校の前には水路

ができてから３０年

を記念して建てられ

た顕彰碑がありま

す。大きな功績のあ

った３人の名前が記

されています。 

●福田先生から川東水路

の歴史、しくみなどを地

図や資料を使って教えて

いただきました。子ども

たちからの素朴な疑問に

も丁寧に答えていただき

ました。 

●奥出雲町土地改良区の安
部さん、落合さん、川東水路
組合長長谷川さんに現地を
案内していただきました。サ
イフォンのある伊弉冊川か
ら、東洋製鉄裏までの水路沿
いを、１時間３０分ほどかけ
て歩きました。 

●水圧を利用した

サイフォンのしく

みについて、実験

を通して学びまし

た。昔の人の知恵

と工夫が、様々な

ところに生かされ

ています。 

登山の予定にあわせ、事前の登山道整

備、下見登山を鯛ノ巣の自然を守る会の役

員さん、及び阿井駐在所の大畠さんにお世

話になりました。下草刈りだけではなく、

倒木もチェンソーを使ってきれいにして

いただきましたので、とても登りやすい状

態になっています。雪の季節の前にご家族

で登られてはいかがでしょうか。 

三瓶遠足（1〜3年）、鯛乃巣登山（4〜6年）が中止になりました。楽しみにしていた子どもた

ちにとってはとても残念だったことでしょう。「山は逃げないから、いいときに行けばいい。」と次

のチャンスを楽しみにしようとする前向きな言葉も、子どもから聞くことができました。阿井小の

シンボルとしてそそり立つ鯛ノ巣はいつでも子どもたちを受け入れてくれそうです。 

鯛ノ巣はいつでも待っています！ 

自然観察員の松田さんに講師になっていただき、山

野の危険生物について学びました。松田さんは、幼少の

頃から山に親しんでこられ、地域の山を保全する活動

にも長年携わっていらっしゃいます。 

自然界には多様な生物が生息しています。それぞれ

が自らの種を絶やさないようにそれぞれの生き方で生

存しています。人間も生物の一つであり、自分たちの生

のみに固執してしまえば、他の生物との均衡が崩れ、地

球環境にも大きなダメージを与えかねません。すでに、

人間が様々な形で排出する二酸化炭素によって、地球

温暖化がすすんでいると指摘されています。 

子どもたちは、人間にとっての危険生物を知ること

を通して、人間と他の生物との共存について考えるき

っかけになったと思います。 

仁多ライオンズクラブ様

より、図書券を寄贈してい

ただきました。図書委員会

の児童が代表で受け取りま

した。児童会で選書し、書籍

を注文したいと思います。

ありがとうございました。 

「寝る子は育つ」 学校保健委員会から 

 阿井小の 

実態調査から 

早く治療（予防）しな
いと、将来に向け重

大な健康被害がある
かもしれない！！ 

３ 川東水路を利用した
阿井発電所が国道沿いに
あります。上から下まで
の落差はどれくらいでし
ょう？ ①約５０ｍ  

  ②約７０ｍ 
  ③約１００ｍ 

２ サイフォンの長さ
は１３７ｍです。入口
と出口の高さの差はど
れくらいでしょう？ 
  ① 80ｃｍ 

②120ｃｍ 
③150ｃｍ 

１ 川東水路には、トン
ネルが１７か所もありま
す。トンネルの総延長は
何ｍになるでしょう。 

① ５４３ｍ 
② ７６８ｍ 
③１０８７ｍ 

答えは WEB 
版にあります 


